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はじめに
葦原中国を支配した大国主神は、国譲りの交渉に際して、 「汝がうしは
ける葦原中国は、我が御子の知らさむ国と言依し賜ひき。 」と伝達される。シラスとウシハクの相違は『古事記傳』以来問題にされるが、シラスは天孫・天皇の抽象的政治支配を意味し、ウシハクは神を主語に据え 自然領域を対象とし、土地の領有を意味する。鈴木啓之氏 、 「 「ウシハク 過程は、具体的に或る土地の女性と結婚することや土地＝国を作ること よって語ることが最も相応しく、
（中略）
武力平定伝承などを強調することは
古事記にとって相容れないものであったろ
う
1。 」と指摘する。大穴牟遅神
が大国主とな 過程は、八上比売や須勢理毘売との神婚 達成という形で説かれる。八千矛神の国作りに関わ 四首の歌謡は、大国主神がウシハク神として最も輝かしい場面を提示するはずである。吉田修作氏は 「神語」
 
には後の「倭」中心の王権に繋げる あ いは それら 起源に位置付けようとする意図が働いていると想定し、 「適后」スセリビメ 嫉妬 仁徳記の大后イハノヒメの起源に、勧酒歌により嫉妬と怒りが鎮め れる「神語」は「天語歌」の起源に位置付けられる
2と指摘する。岐美二神の神婚の
起源を受け継いで国作りを遂行し、大雀命と称される下巻の仁徳天皇の治政につながる神として大国主神
（八千矛神）
を位置付け、雄略記の天語歌
と関連付けるために、八千矛神の歌謡表現には後の伏線とな 描写が取り入れられ、意識的な構成がなされているように思われる。古事記は統一した様式・規範で出雲を含む世界の秩序を記述しようとしているが、ウシハク神にすぎず、天孫 国譲りをし 出雲に「今に至るまで鎮まり坐す」
 
大国主 、下巻の聖帝仁徳天皇と、東国から熊襲国までを実質的に支配し、そらみつ大和国の統治者として天武王権 祖と考えられた雄略天皇が、歌謡物語の表現を通して重ねられていく。山路平四郎氏は、 「 「神語」と「天語歌」との歌詞には、相互に影響するところがあったであろう。たとえば、この〈
101歌〉の末尾が、 「豊御酒
　
奉らせ
　
ことの
　
語り言も
　
是
をば」で歌い納められている事と 「神語」第五歌のスセリビメの命〈
6歌〉の末尾が、同じく「豊御酒
　
奉らせ」で歌い納められていること
の間には、それがいずれも「 后」の歌であるだけに、偶然 一致とは思い難いものがある
3。 」と指摘する。
八千矛神は武人的な性格を表す神名
（古事記傳巻九）
であるが、武力平
定伝承は記されない。求婚に際して神語四番歌謡では 八千矛神の動作は
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鳥に擬えられる。また、須勢理毘売は適后と記され、八千矛神との唱和によって嫉妬が鎮められる。仁徳記には石之日売大后の出奔や速総別王と女鳥王の反乱伝承 記されるが、王権内部の危機や反乱は仁徳天皇の力によって克服され いく。天皇と大后の不和には、言の伝達者児島の仕丁や倉人女が介在し、鳥山、口子臣が天皇の言を伝える役割を担い、天皇 出御によって不和は和解に向かう 仁徳記は神語のテーマを発展させ 言の媒介者、鳥山や口子臣を介在させて事件の収束を る。また 反乱は鳥を冠した人物の妻争い伝承の形をとる。仁徳記 終わりには、日女島の豊楽の際に、鴈が卵を産む祥瑞が語られる。仁徳の治政は鳥に彩られている。雄略記は求婚とその受諾、狩猟伝承によって倭の平定を語 河内の志幾の大県主や葛城山の大猪、一言主神と 一触即発の事態はあ 雄略天皇の力が誇示され、平和裏に統治の完成 天語歌には豊楽 場において大宮人を天皇が鳥に擬えて歌う表現 ある。 の存在は、八千矛神・仁徳・雄略天皇の三つの重要な場面に共通す 特徴である また、各条において自己の立場を主張する后は道理を述べ 王と対し、偉大な王は賢后が配されている。本稿では 求婚・酒杯 捧げる場面・豊楽で鳥が詠まれる、祭政の場で大后 重要な働きをなす、 「語り」によって事件が伝えられる、これら三つの共通点 もつ神語・仁徳記・天語歌 着目し、古事記の表現と構成について考察する。
本論で取り上げる箇所は、以下のように記されている。 
（傍線・傍点・囲みは筆者が付した。以下同じ。 ）
上巻
　
八千矛神歌謡
　
大国主神の国作り
Ａ
 　
此の八千矛神、高志国
の沼河比売に婚はむとして幸行しし時に、其の沼河比
売の家に到りて、歌ひて曰はく、
2 八千矛の
　
神の命
は
　
八島国
　
妻娶きかねて
　
遠々し
　
高志の国に
　
賢し
女を
　
有りと聞かして
　
麗し女を
　
有りと聞こして
　
さ呼ばひに
　
有り立
たし
　
呼ばひに
　
有り通はせ
　
大刀が緒も
　
未だ解かずて
　
襲衣をも
　
未
だ解かねば
　
嬢子の
　
寝すや板戸を
　
押そぶらひ
　
我
が立たせれば
　
引こ
づらひ
　
我
が立たせれば
　
青山に
　
鵼は鳴きぬ
　
さ野つ鳥
　
雉は響む
　
庭
つ鳥
　
鶏は鳴く
　
心痛くも
　
鳴くなる鳥か
　
此の鳥も
　
打ち止めこせね
　
いしたふや
　
天馳使
　
事の
44
　
語り言も
4444
　
此をば
444
爾くして、其の沼河日売、未だ戸を開かずして、内より歌ひて曰はく、
3 八千矛の
　
神の命
　
萎え草の
　
女にしあれば
　
我
が心
　
浦渚の鳥
ぞ
　
今こ
そば
　
我
鳥にあらめ
　
後は
　
汝
鳥にあらむを
　
命は
　
な殺せたまひそ
　
いしたふや
　
天馳使
　
事の
44
　
語り言も
4444
　
此をば
444
青山に
　
日が隠らば
　
ぬばたまの
　
夜は出でなむ
　
朝日の
　
笑み栄え来て
　
栲綱の
　
白き腕
　
沫雪の
　
若やる胸を
　
そ叩き
　
叩き愛がり
　
真玉手
　
玉
手差し枕き
　
股長に
　
寝は寝さむを
　
あやに
　
な恋ひ聞こし
　
八千矛の
　
神の命
　
事の
44
　
語り言も
4444
　
此をば
444
故、其の夜は合はずして、明くる日の夜に御合為き。又、其の神 適后
須勢理毘売命、甚だ嫉妬為き。故、其の日子遅
の神、わび
て、出雲
より
倭国
に上り坐さむとして、束装ひ立ちし時に、片つ御手は御馬
のｘに繋け 片つ御足は其の御鐙に蹈み入れて、歌ひて曰はく、
4 ぬばたまの
　
黒き御衣を
　
ま具さに
　
取り装ひ
　
沖つ鳥
　
胸見る時
　
はた
たぎも
　
是は適はず
　
辺つ波
　
そに脱き棄て
　
鴗
鳥
の
　
青き御衣を
　
ま具
さに
　
取り装ひ
　
沖つ鳥
　
胸見る時
　
はたたぎも
　
是も適はず
　
辺つ波
　
そに脱き棄て
　
山方に蒔きし
　
茜舂き
　
染め木が汁に
　
染め衣
を
　
ま具さ
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に
　
取り装ひ
　
沖つ鳥
　
胸見る時
　
はたたぎも
　
是し宜し
　
愛子やの
　
妹の
 
命
　
群鳥
の
　
我が
群れ去なば
　
引け鳥
の
　
我が
引け去なば
　
泣かじとは
　
汝は言ふとも
　
やまとの
　
一本薄
　
項傾し
　
汝
が泣かさまく
　
朝天の
　
霧
に立たむぞ
　
若草の
　
妻の命
　
事の
44
　
語り言も
4444
　
此をば
444
　
爾くして、其の后、大御酒坏を取り、立ち依り指し挙げて、歌ひて曰はく、
5 八千矛の
　
神の命や
　
我が大国主
　
汝こそは
　
男にいませば
　
打ち廻る
　
島の崎々
　
掻き廻る
　
磯の崎落ちず
　
若草の
　
妻持たせらめ
　
我はもよ
　
女にしあれば
　
汝を除て
　
夫を
は無し
　
汝を除て
　
夫つま
は無し
　
綾垣の
　
ふは
やが下
　
蚕衾
　
和やが下に
　
栲衾
　
騒ぐが下に
　
沫雪の
　
若やる胸を
　
栲綱の
　
白き腕
　
そ叩き
　
叩き愛がり
　
真玉手
　
玉手差し枕き
　
股長に
　
寝をし寝せ
　
豊御酒
　
奉らせ
如此歌ひて、即ちうきゆひ為て、うながけりて、今に至るまで鎮ま 坐す
00000000000
。
此を神語
44
と謂ふ。
下巻
　
仁徳記
Ｂ
 　
此より後時に、大后、豊楽
せむと為て、御綱柏を採りに、木国に幸行しし間
に、天皇、八田若郎女に婚ひき。　
是に、大后、御綱柏を御船に積み盈 て、還り幸す時に、水取司に駆ひ使は
ゆる、吉備国の児島郡の仕丁、是己が国に退るに、難波の大渡にして、後れたる倉人女が船に遇ひき。乃ち、語りて云ひしく、 「天皇は、此日八田若郎女に婚ひて、昼夜戯れ遊ぶ。若し大后は此の事を聞こし看さぬか、静かに遊び幸行す」といひき。爾くして、其の倉人女、此の語る言
を聞きて、即ち御船に追ひ
近づきて、白す状、具に仕丁の言 如し。　
是に、大后、大きに恨み怒りて、其の御船に載せたる御綱柏をば、悉く海に
投げ棄てき。故、其地を号けて御津前と謂ふ。即ち宮に入り坐さずして、其の御船を引き避りて、堀江に泝り、河の随に山代に上り幸しき。
（中略）
　
天皇、其の大后山代より上り幸しぬと聞こし看して、舎人、名は
鳥山
と謂ふ
人を使して、御歌を送 曰はく、
59 山代に
　
い及け
　
鳥山
　
い及けい及け
　
吾が愛し妻に
　
い及き遇はむかも
又、続ぎて丸邇臣口子を遣して、歌ひて曰はく、
60 御諸の
　
其の高城なる
　
大猪子が原
　
大猪子が
　
腹にある
　
肝向ふ
　
心を
だにか
　
相思はずあらむ
又、歌ひて曰はく、
61 つぎねふ
　
山代女の
　
木鍬持ち
　
打ちし大根
　
根白の
　
白腕
　
枕かずけば
こそ
　
知らずとも言はめ
　
故、是の
口子臣、此の御歌を白す時に、大きに雨りき。爾くして、其の雨を
避らずして、前の殿戸に参ゐ伏せば、違ひて後の戸を出で、後の殿戸に参ゐ伏せば、違ひて前の戸を出でき。爾くして 匍匐ひ進み赴きて、庭中に跪 し時に、水潦 腰に至りき。其の臣、紅の紐を著けたる青摺 衣 服たり。故、水潦、紅の紐に払れて、青 は、皆紅の色に変りき。爾くして、口子臣が妹、口日売、大后に仕へ奉 り。故、是の口比売、歌ひて曰はく、
62山代の
　
筒木宮に
　
物申す
　
吾が兄の君は
　
涙ぐましも
　
爾くして、大后、其の所由を問ひし時に、答へて白ししく、 「僕が兄は、口子
臣ぞ」とまをしき。
Ｃ
 　
亦、天皇、其の弟
速総
別王を以て
媒
と為て、庶妹
女鳥
王を乞ひき。爾くして、
女鳥
王、速総
別王に
語りて曰はく、 「大后の強きに因りて、八田若郎女を治め賜
はず。故、仕へ奉らじと思ふ。吾は 汝命の妻と為らむ」といひて、即ち相婚ひき。是を以て、速総別王、復奏さず。
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爾くして、天皇、直に
女鳥
王の坐す所に幸して、其の殿戸の閾の上に坐しき。
是に、女鳥王、機に坐して服を織りき。爾くして、天皇、歌ひて曰はく、
66女鳥の
　
我が大君の
　
織ろす機
　
誰が料ろかも
女鳥王、答ふる歌に曰はく、
67高行くや
　
速総別の
　
御襲衣料
　
故、天皇、其の情を知りて、宮に還り入りき。此の時に、其の夫
速総
別王の
到来れり。時に、其の妻女鳥王の歌ひて曰はく、
68雲雀は
　
天に翔る
　
高行くや
　
速総別
　
雀取らさね
天皇、此の歌を聞きて 即ち軍 興し、殺さむと欲ひき。
Ｄ
 　
亦、一時に、天皇、豊楽
せむと為て、日女島に幸行しし時に、其の島に、鴈
4
、
卵を生みき。爾くして、建内宿禰命を召して、歌を以て、鴈の卵を生みし状を問ひき。其の歌に曰はく、
71 たまきはる
　
内のあそ
　
汝こそは
　
世の長人
　
そらみつ
　
倭の国
に
　
鴈
4
卵
生と聞くや
是に、建内宿禰、歌を以て語りて
4444444
白さく、
72 高光る
　
日の御子
　
諾しこそ
　
問ひ給へ
　
真こそに
　
問ひ給へ
　
吾こそは
　
世の長人
　
そらみつ
　
倭の国に
　
鴈
4
卵生と
　
未だ聞かず
如此白して、御琴を被給りて、歌ひて曰はく、
73汝が御子や
　
遂に治らむと
　
鴈
4
は卵生らし
此は、本岐歌の片歌ぞ。
下巻
　
雄略記
Ｅ
 　
又、天皇、長谷の百枝槻 下に坐して、豊楽
を為し時に、伊勢国の三重の婇、
大御盞を指し挙げて献りき。爾くして、其の百枝槻の葉、落ちて大御盞 浮き
き。其の婇、落葉の盞に浮けることを知らずして、猶
大御酒を献りき。天皇、
其の、盞に浮ける葉を看行して、其の婇 打ち伏せ、刀を以て其の頸に刺し充て、斬らむとせし時に、其 婇、天皇に白して曰はく、 「吾が身を殺すこと莫れ。白すべき事有り」といひて 即ち歌ひ 曰はく、
99 纏向の
　
日代の宮は
　
朝日の
　
日照る宮
　
夕日の
　
日光る宮
　
竹の根の
　
根足る宮
　
木の根の
　
根延ふ宮
　
八百土よし
　
い杵築きの宮
　
真木栄く
　
檜の御門
　
新嘗屋に
　
生ひ立てる
　
百足る
　
槻が枝は
　
上つ枝は
　
天を覆
へり
　
中つ枝は
　
東を覆へり
　
下枝は
　
鄙を覆へり
　
上つ枝の
　
枝の末葉
は
　
中つ枝に
　
落ち触らばへ
　
中つ枝の
　
枝の末葉は
　
下つ枝に
　
落ち触
らばへ
　
下枝の
　
枝の末葉は
　
在り衣の
　
三重の子が
　
捧がせる
　
瑞玉盞
に
　
浮きし脂
　
落ちなづさひ
　
水こをろこをろに
　
是しも
　
あやに畏し
　
高光
る
　
日の御子
　
事の
44
　
語り言も
4444
　
是をば
444
　
故、此の歌を献りしかば、其の罪を赦しき。爾くして、大后、歌ひき。其の
歌に曰はく、
100 倭の
　
此の高市に
　
小高る
　
市の高処
　
新嘗屋に
　
生ひ立てる
　
葉広
　
斎
つ真椿
　
其が葉の
　
広り坐し
　
其の花の
　
照り坐す
　
高光る
　
日の御子
に
　
豊御酒
　
献らせ
　
事の
44
　
語り言も
4444
　
是をば
444
即ち、天皇の歌ひて曰はく、
101 百石城の
　
大宮人は
　
鶉鳥
　
領巾取り懸けて
　
鶺鴒
　
尾行き合へ
　
庭雀
　
群集り居て
　
今日もかも
　
酒水漬くらし
　
高光る
　
日の宮人
　
事の
44
　
語り
44
言も
44
　
是をば
444
　
此の三つの歌は、天語歌
444
ぞ。
　
故、 豊楽に、其の三重の婇を誉めて、多たの禄を給ひき。
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一
　
鳥の表現Ａ
　
八千矛神歌謡
八千矛神の歌謡では、第二番に鵼・雉・鶏が青山・野・庭に鳴き声を響
かせ夜明けが次第に近づいて来る様を述べる。二番は「八千矛の
　
神の命
は」と歌い起こされ、二つの文脈をあわせもつ。一つは「八千矛の
　
神の
命は……襲衣をも
　
未だ解かねば」の共寝の首尾が果たされないのに、
「青山に……鶏は鳴く」と早くも夜が明けてしまったという客観的な描写である。もう一つは「嬢子の
　
寝すや板戸を
　
押そぶらひ
　
我が立たせれ
ば
　
引こづらひ
　
我が立たせれば」から、 「此の鳥も
　
打ち止めこせね」
に続く「我」を主語とする主観的文脈で、鶏の鳴声で夜明けが来る嘆き・焦り・苛立ちが表出される。 「青山に……鶏は鳴く」は、主観的文脈にも、客観的文脈にも取り込まれる。まず二番の「此の鳥も
　
打ち止めこせね」
 
の表現について見ていく。孫久富氏は、八千矛神 歌謡について、 「表現や句法において中国古典と関係があるばかりではなく、歌の内容においても部分的に中国の詩と酷似するところがある。この歌は即興で作ったものではなく、既 文学の影響を受けて、口承歌 ら文学創作 に飛躍したものだと判断することができるのではないかと思
う
4。 」と指摘する。類
似するのは『樂府詩集』巻第四十六「清商曲辭」三
　
讀曲歌八十九首の一
首の次の記述 ある。
讀曲歌
　
楽府詩「清商曲辭」第五十五首
　
打殺長鳴雞、彈去烏臼鳥、願得連冥不復曙、一年都一曉。
鉄野昌弘氏も発想の類似性を指摘している
5。前掲の箇所を試訓すると、
「長鳴き雞を
打
う殺
ち、烏臼鳥を
彈
う去
ち、願はくは
冥よ （やみ）
を連ねて
復ふたたび
は
曙あ
けず、
一ひととせ
年さへ一たびの曉
あさけ
とならんことを。 」となろう。 「烏臼鳥」は烏臼樹の実
を好んで食べ、顔の黒い烏より小型の鳥である。 「打殺」は棒状、或いは杖状のもの、または手で打つこと、 「彈去」は弓で打つこと、 「殺」にはころす意味も兼ねて「打ち殺す」 、あるいは「殺す」 、 「殺」 「去」は対応して用いられている様から、動作の強め、継続を示すともみられる。 「庭つ鳥
　
鶏は鳴く
　
心痛くも
　
鳴くなる鳥か
　
此の鳥も
　
打ち止めこせね」の部分
は、確かに讀曲歌の一節と相似しているが、第五十五首の「長鳴雞」 烏臼鳥」は共に夜明けを告げるもの して描かれる。これを打ち弾ち夜明けが来ないようにとの願いが詠じられているようにみえる。歌に 愛憐の場、交情の世界の永遠を願う趣が含まれているように思わ 讀曲歌 抒情は万葉集 次の歌に近いだろう。
明けぬべく
　
千鳥しば鳴く
　
白たへの
　
君が手枕
　
いまだ飽かなくに
 
（
11・二八〇七）
物思ふと
　
寝ねず起きたる
　
朝明には
　
わびて鳴くなり
　
庭つ鳥さへ
 
（
12・三〇九四）
二番にはこのような交情の様や物思いに沈む様は描かれていな 。詩句の類似から影響関係があるにしても、二番歌謡は讀曲歌の詩句の意味を歌の状況に合うように転換して用いていると思われる。八千矛神 「此の鳥も
　
打ち止めこせね」 〈命令・要求〉を受けて沼河日売は、三番前半では天馳使に対して「殺さないで」とお願いし、後半ではじめて八千矛神 直接呼びかける。二番の「我」の主観をうけ 三番の前半部の沼河日売の「我が心」が語られていく。 「我が心
　
浦渚の鳥ぞ
　
今こそば
　
我鳥にあらめ
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後は
　
汝鳥にあらむを」のように「我」を鳥に擬えた表現がみられる。万
葉集に詠まれた浦渚の鳥は、 「……潮干のむた
　
浦渚
には
　
千鳥
妻呼び
　
葦辺には
　
鶴が音とよむ」
（
6・一〇六二）
、 「的形の
　
湊の
渚鳥
　
波立てや
　
妻呼び立てて
　
辺に近付くも」
（
7・一一六二）
、 「大き海の
　
荒磯の
渚鳥
　
朝な朝な
　
見まく欲しきを
　
見えぬ君かも」
（
11・二八〇一）
、 「人の児の
　
かなしけしだは
　
浜
渚鳥
　
足悩む駒の
　
惜しけくもなし」
（
14・三五三三）
、
「武庫の浦の
　
入江の
渚鳥
　
羽ぐくもる
　
君を離れて
　
恋に死ぬべし」
（
15・三五七八）
、 「……射水川
　
湊の
渚鳥
　
朝なぎに
　
潟にあさりし
　
潮満
てば
　
妻呼び交す」
（
17・三九九三）
、 「……あゆの風
　
いたくし吹けば
　
湊
には
　
白波高み
　
妻呼ぶと
　
渚鳥
は騒く」
（
17・四〇〇六）
である。青木周
平氏はこれらの歌について、 「お互い 求め合いながら、なかなか逢えない情景がほのみえている。……心惹かれながらも逢え い状態を示しているのではない
か
6。 」と指摘する。これらの用例中、一、二番目は潮や波の
変化によって妻を呼び立て 鳴く千鳥の様である。六番目 潮が満ちてくると雌雄呼び交す様、七番目は風が激しく吹きつけて白波が高く立つので配偶者を求めて鳴き騒ぐ様が詠まれる。三～五番目は離れている相手を希求する恋情の比喩である。これらの用例は連れ添う があるべき姿であるのに、そうではないために引き起こさ る不安、離れ いる嘆きや切ない状況が詠まれ 。沼河日売は、私の心 配偶者を求める浦渚の鳥のようだから、殺さないで待ってくださいとお願 してい 。二番歌謡では、妻問いが果たされず夜明けを迎える焦りや嘆きが、別離の時 告げた へ 怒りに転じ、三番ではそれを受け 鳥は八千矛神 をなだめ、 婚の受諾を伝える抒情的な素材に転じてい 。
四番歌謡では八千矛神の動作や行動を表す際に、鴗
鳥、沖つ鳥
（八番歌
謡から鴨が想定される）
など、具体的な鳥の種類名をあげ、 「沖つ鳥
　
胸見
る時
　
はたたぎも
　
是も適はず」 「群鳥の
　
我が群れ去なば
　
引け鳥の
　
我が引け去なば」のように鳥に擬える。この様を猪俣ときわ氏は「八千矛神は、求愛の旅に出るとき、群れ鳥を従えた鳥 王者として振る舞おうとしている。 歌を歌う い 行為のただなかに、神と鳥と、鳥と神とが交換可能となり、神
（人）
でもあり鳥でもあることが可能な、両者の区
分が流動化した状態 導かれるのであ
る
7。 」と指摘する。鳥装の人と神の
関わりを示唆するものとして、奈良県田原本町の清水風遺跡で、両手を広げ羽のような袖と二つの乳房が表現された女性とみられる人物の刻まれた土器片
（紀元前一世紀頃）
が発見された。女性と認識出来る鳥装人物像の
初めての出土例である
8。鳥の羽を付けた両手を広げたような人物は、鳥取
県の稲吉田遺跡や佐賀県川寄吉原遺跡からも出土してい 。鳥舞をして「魂ふり」をする人物かともいわれている。鐵井慶紀氏は、 『周礼』に見られる羽舞について、 「 根は社稷、宗廟、四方 請雨 星辰 祭祀にあたり、舞踊を通じて重要な宗教的意味 帯びてい
9」とする。八千矛神の所
作がこうした出土物や、古代中国 儀礼とどこまで関わるのかは不明だ 、根底には れらの事例と共通する鳥の有する習性や信仰があり、神 鳥の所作には意味が込められていたのだろう。最終的には、丁寧に栽培された茜で染めた衣装 選び取 、 「朝日の
　
笑み栄え来て」に通じる茜色の
衣装が相応しい日の御子像が形象化され
る
10。万葉集には、 「群鳥」は、
「……大君の
　
命恐み
　
天離る
　
鄙治めにと
　
朝鳥の
　
朝立ちしつつ
　
群
鳥
の
　
群立ち去なば
　
留まり居て
　
我は恋ひむな
　
見ず久ならば」
（
9・
一七八五）
と詠まれる。 「朝鳥」は朝早くねぐらを飛び立つ鳥で、 「つつ」
は数人の者が揃って同じような行為をすることを示し、 「むらだつ」 多
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数の人々が一斉に出発することである。天皇の仰せという抗えぬ大きな力によって、愛する者が潮が引くように旅立った後に、一人取り残されても、恋慕い続ける気持ちが表出される。梶川信行氏は四番 ついて「万葉の旅立ちの歌―金村
　
福麻呂
　
家持
　
池主など―にしばしば類句が見られる。
「往なば」と仮定し、男が旅立って行った後の女の嘆きをうたうことも、万葉の旅 の常套的なものであ
る
11。 」と万葉の恋歌的な発想を指摘
する。四番は自分が旅立った後の須勢理毘売の心情や行動「泣かじとは
　
汝は言ふとも
　
やまとの
　
一本薄
　
項傾し
　
汝が泣かさまく
　
朝天の
　
霧
に立たむぞ」を想像して呼びかけている。 『淮南子』巻三
　
天文訓には
「毛羽者飛行之類也。故屬
二於陽
。一」 、 『淮南子』巻四
E形訓には「鳥魚皆生
二
於陰、
一
屬
二
於陽。
一
故鳥魚皆卵生。魚游
二
於水、
一
鳥飛
二
於雲。
一」とあり、鳥
は陽のもの、陽に属するとしており、男性神の喩えに相応しい。鳥の属性について記した『春秋後語』には「淳于髠曰夫鳥同翼者聚飛而獸同足者俱行各有儔也」とあり 鳥は群れをなすとする。また、 『孔子家語』巻第五
　
顔回
　
第十八には「此哭聲非
下
但爲
二
死者
一
而巳、
上
Ｚ
有
二
生離別
一
者也。子
曰、何以知
レ之。對曰、囘聞、桓山之鳥生
二四子
一焉。羽翼旣成、將
レ分
二于
四海。
一
其母悲鳴而送
レ
之。哀聲有
レ
似
二
於此。
一
謂
二
其往而不
"返也。 」とあ
り、往きてかえらざるものと記す。 「群鳥……引け鳥」の箇所は、こうした鳥にまつわる伝承や習性を踏まえ、倭に旅 とうとする自らを鳥に とえて須勢理毘売に語りかけたとすれば、激しい嫉妬を鎮め 説得力 もつだろう。
二番と三番には「天馳使」が登場する。折口信夫はこれを「海部馳使
丁」と解し伝承者を想定する
12。青木紀元氏は「あまはせづかひ」を伝承者
ではなく、呼びかけの対象とな 物 上の人物 説
く
13。 『古事記傳』はあ
まはせづかひを「言
コト
通カヨ
はす
使ツカヒ
を、虛
ソ
空ラ
飛トブ
鳥トリ
に
譬
ヘていへるにや」
（巻十一）
とし、ことばを伝える使いを天飛ぶ鳥にたとえる。西郷信綱氏は海人馳使を八千矛神の下僕
14とする。また妻問いの際には二者の間に求婚の使いを立
てる習慣がある から、居駒永幸氏は、天馳使を「よばひ」の使い
15とす
る。対象 あげるならば武井睦雄氏の指摘のように、二番のあまはせづかひは空を飛ぶ「鳥」そのものを、三番のそれは神を鳥に見立て 八千矛神」を示す
16ことになろう。天馳使の実体は不明であるが、言を伝える鳥が
意識されていよう。板戸を挟んだだけの隔たりであっても、神婚には大きな障壁となる。二番と三番前半のやり りでは両者が共に 馳使 呼びかける形をとることで、八千矛神と沼河日売 の距離感が表される。このように八千矛神の歌謡では 鳥を登場させることで場面の状況を明示しの形状や習性に擬えて登場人物の関係性や心情を表出し 八千矛神の特徴や国作りの経緯を浮かび上がらせている。
Ｃ・Ｄ
　
仁徳記
オホサザキのサザキはミソサザイであり、仁徳紀元年正月の条には応神
天皇と武内宿禰の子が同日に誕生し、産屋にそれぞれ木菟と鷦鷯 飛び込んできた ある。こ 瑞祥を後 伝えるために木菟と鷦鷯 交換して太子に大鷦鷯皇子、大臣の子に木菟宿禰と名付け する命名の由来が説かれる。山田純氏は『日本書紀』 「仁徳紀」の鳥名表記は、 「易姓革命」の否定に繋がるいわば陰陽五行の変化に則った「革性」の表出であり、これは具体的 は仁徳紀元年正月条の、 「鷦鷯」と「木菟 名易えの記事か
 
始まり、仁徳は「鷦鷯」の名を負う。 「 れは鳥が「仁」を感じて変化
 
する春に、 「木菟」から「鷦鷯」へと 易」わることを、人工的 引き起
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こしたことを述べている
17」と指摘する。古事記では下巻のはじまりの仁徳
天皇を大雀
44
命とし、武烈天皇を小長谷
000
若雀
44
命として、仁徳から大長谷
000
若建
命
（雄略）
を経て、武烈で皇統が途切れ更新される経過を象徴的に示した
のであろう。仁徳の血統の最後が武烈である。名易えは書紀の仁徳天皇を象徴する伝承であるが、古事記には記されない。しかしながら応神天皇の呼びかけに、 「佐耶岐、あぎの言、我が思ふ所の如し。 」
（応神記）
とあり、
歌謡中にも「本牟多能
　
比能美古
　
意富
佐耶岐
　
意富
佐耶岐」
（第四七
番）
・「佐耶岐
　
登良佐泥」
（第六八番）
と表記され、古事記の仁徳天皇の形
象にはサザキの習性が意識されていよう。 『文選』 「鳥獣」 「鷦鷯賦
幷
序
」　
張茂先作には次のように記される。
鷦
鷯小鳥也。生
二
於蒿莱之閒、
一
長
二
於藩籬之下。
一
翔
二
集尋常之內、
一
而生生
之理足矣。
（中略）
夫言有
三淺而可
二以託
"深、類有
三微而可
二以喩
"大。故賦
レ之
云
レ爾。
（以上序文）
何造化之多端兮、播
二羣形於萬類。
一
惟鷦鷯之微禽兮、亦攝
レ生而受
レ氣。育
二翩
ｘ
之陋體、
一
無
二
玄黃以自貴。
一
毛弗
レ
施
二
於器用、
一
肉弗
レ
登
二
於俎味。
一
鷹
鸇
過
犹俄
レ翼、尙何懼
二於罿ｙ。
一
翳薈蒙籠、是焉游集。飛不
二
飄颺、
一
翔不
二
翕習。
一
其居易
レ
容、其求易
レ
給。
巢
レ
林不
レ
過
二
一枝、
一
每
レ
⻝不
レ
過
二
數粒。
一
棲無
レ
所
レ
滯、游無
レ
所
レ
盤。匪
レ
陋
二
荆棘、
一
匪
レ榮
二Ｂ蘭。
一
動
レ翼而逸、投
レ足而安。委
レ命順
レ理、與
レ物無
レ患。
伊茲禽之無知、何處
レ
身之似
レ
智。不
二
懷
レ
寶以賈
"害、不
二
餝
レ
表以招
"累。靜
守
レ約而不
レ矜、動因循以ｚ易。任
二自然
一以爲
レ資、無
三誘
―二慕於世僞。
一
新釈漢文大系『文選』
（賦篇）
下
　
高橋忠彦氏の通釈を参考に要約する
と、序に鷦鷯は小鳥であるけれども、種族を繁殖させ、つがいになって住
むとあり、賦には、鷹や隼が飛んで来ても、襲われる心配がないので平然と飛び続け、網で捕らえられる心配もない。高く舞い上がることも勢いよく飛び上がることもしないが、天命に任せ、道理に従い、外物を憂い恐れることはない。無知ではあるが 身の処し方は智者のようで 自然に任せることを基本 し、偽りに満ちた世間に心引かれることもないとある。このように記される鷦鷯の習性は、父帝の意を察して宇遅能和紀郎子に位を譲るが、最終的に即位する 石之日売命の嫉妬 鎮め 和合し、皇子の履中・反正・允恭が次々に即位する、速総別王 反乱 制 、鴈が卵を産む祥瑞により神意が示されて仁徳天皇 聖天子像が形成さ 、など応神・仁徳記に描かれ 大雀命の行い 相通じ ものがある。女鳥王のもとに訪れた際の「其の殿戸の閾の上 坐しき。 」という描写も鳥 横木に留まる様を模したようである。特に第六七・六八番に「高行くや
　
速総別」と優
位に表現される隼に対して、鷦鷯の名は必然性を有す 。
鳥山は天皇の御言を伝える使いとして、恋の使者としての鳥の機能を象
徴した命名である。 「天飛ぶ
　
鳥も使そ
　
鶴が音の
　
聞えむ時は
　
我が名
問はさね」
（記八四番）
の歌謡に示されるように、鳥が愛の管理者であり、
離れた恋人たちの消息を伝えるものと観想されたため 、妻問いの場面に相応しいとみなされたからであろう。鳥山 は隔たる両者 間 先駆けて依頼者に成り代わって言を伝える天馳使 性格と通い合うもの あろう
Ｅ
　
雄略記
　
天語歌
一〇一番の鳥について見ていく。 「鶉鳥
　
領巾取り懸けて」は、鶉には
頭から背にかけて白い斑紋がある様を領巾に喩 ている。 『和名類聚抄』に「背子
領巾附
（中略）
楊氏漢語抄云、背子、婦人表衣、以
レ
錦爲
二
之領巾、
一
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（中略）
婦人項上餝也、 」とあり、女性が白い領巾をかけた姿の喩えとみら
れるが、大殿祭祝詞には、 「皇御孫の命の
ｂ
の御
ｙ・夕べの御膳に供へま
つる領巾懸くる伴の緖、襁懸くる伴の緖」とあり、領巾は男女共にかけたとみられる。 「鶺鴒
　
尾行き合へ」は、官人たちが長い裾を交差させて行
き来する様を鶺鴒が長い尾を振って動 様に喩えている。鶺鴒は『日本書紀』神代上［第四段］一書第五
 に次のように記される。
一書に曰く、陰神先づ唱へて曰はく、 「美哉、善少男を」とのたまふ。時に陰神の言先つるを以ちての故に、不祥として、更に復改め巡りたまふ。則ち陽神先づ唱へて曰はく、 「美哉、善少女を」とのたまふ。遂に合交せむとして、其の術を知りたま ず。時に
鶺鴒
有り、飛び来り
其の首尾を揺す。二神
見し 学び、即ち交道を得たまふ。
「鶺鴒」が二神に交接の道を教えたとある。鶺鴒は創世に関わる鳥と意識されている。 「庭雀
　
群集り居て」は、雀が庭に集まって餌を拾っている
様を述べ、 『古代歌謡全注釈
　
古事記編
』には、 「ウズは蹲踞を意味する
語
18」とする。この座の構成員である大宮人が天皇から鳥に喩えて歌われる。
雀は天若日子の喪屋の遊びに「碓女」として出てくるので鎮魂や豊穣と結びつく。森朝男氏は、大宮人は祭祀空間の最外縁部に位置し、 「宴という場を通して祭祀に加入する。
（中略）
大宮人を表現することは、そのまま
祭祀空間全体をその外側から讃え こと つながりやすい」とし、天語歌は、
99番と
100番は祝祭に伴う肆宴の天皇への献杯の歌、
101番は酒杯が大宮
人全体に行き渡って後、一座にめでたい宴の雰囲気が充満したことを祝った歌とし、この「一首が加えられることでこの三首は座 体への広がり持っ 。 〈景としての大宮人〉の背後には、大宮人を晴れがましき存在と
する観念が潜んでいる―
さらに言えば、大宮
（宮廷）
という場所を、ある
種の聖領域としてとらえようとする観想がひそんでい
る
19」と指摘する。
「酒水漬く」は、次にあげるように宴、詩酒の宴にみられる。
・
 河内女王が左大臣橘卿
（諸兄）
宅の肆宴において元正太政天皇の御歌に奏
上した歌
橘の
　
下照る庭に
　
殿建てて
　
酒みづきいます
　
我が大君かも
（
18・
四〇五九）
・
 天平感宝元年閏五月二十七日、長官家持の館で詩酒の宴を設けた際に家持が作った歌
……あやめぐさ
　
蓬かづらき
　
酒みづき
　
遊び和ぐれど……
（
18・四一一六）
・都に向う途中で、興に依りて予め作る侍宴応詔の歌
　
家持作
……やすみしし
　
我が大君
　
秋の花
　
しが色々に
　
見したまひ
　
明らめたま
ひ
　
酒みづき
　
栄ゆる今日の
　
あやに貴さ
（
19・四二五四）
・『出雲国風土記』
　
楯縫郡
佐香の郷。郡家の正東四里一百六十歩なり。佐香の河内に、百八十神等集ひ坐して、御厨を立て給ひて、酒を醸させ給ひき すなはち百八十日、喜燕きて解散け坐しき。故れ、佐香と云ふ。
これらの歌をみると、天語歌の一〇一番は万葉集第四期の新しい表現を取り入れているとみられる。 「らし」は眼前にはみえないものの、 「その認識が、外部に存在する情報を根拠にして成立したことを表す
20。 」とされる。
和銅元年戊申
　
天皇の御製
ますらをの
　
鞆の音すなり
　
もののふの
　
大臣
　
楯立つらしも
（
1・七六）
この歌では、点線部に推定の根拠が示される。持統紀四年正月の条には、
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即位の際に「物部麻呂朝臣、大盾を樹つ。 」とあり、即位式が今にも始められようとしていることを示すのであろう。天語歌では正装に身を包んだ大宮人の様を鳥に擬え、創世神話に関係の深い鶺鴒をあげて過去から現在を経て未来に続く宮廷の繁栄を言祝ぎ、君臣和楽して宴が繰り広げられる様子 描いて雄略朝 讃えたのであろう。
Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅの記事を通して、四番では大国主神の倭への求婚の支度
は鳥に喩えられ、二番では「八島国
　
妻娶きかねて
　
遠々し
　
高志の国に
　
賢し女を
　
有りと聞かして
　
麗し女を
　
有りと聞こして」と八島国にも求
められなかった配偶者を 辺境の地高志まで訪ねることが記される。また五番には「打ち廻る
　
島の崎々
　
掻き廻る
　
磯の崎落ちず
　
若草の
　
妻持
たせらめ」とあり、倭以外の八島国と海岸線が神婚 よってすでに支配下にあることが示さ る。Ｃでは仁徳天皇がオホサザキの名を有し、サザキの特性を発現させて天皇となり、隼と女鳥が起こした反乱を制圧する。Ｄでは聖帝の称に相応しく、その治政に天が感応し 鴈が卵 産む祥瑞が起こり、 「高光る
　
日の御子」が統治する「そらみつ
　
倭の国」の支配者と
して仁徳天皇が称揚される。Ｅで 新嘗祭に創世か の歴史を継承し、天・東・鄙からの霊威を受けた酒杯を飲み干し 天皇 、大宮人たちも豊楽で酒を酌み交わすであろうと思い巡らし、官人や女官を鳥に擬え「高光る
　
日の宮人」と言寿ぐ。国作りの大国主神、聖帝仁徳、大王雄略という
古事記の重要な天皇が鳥によって繋がれ、大八島国 そらみつ倭 国
（七
二・九六番）
を固めていく歴史が描かれる。
二
　
大
　　
后
四番の前に置かれた地の文では、須勢理毘売を「適后」 、八千矛神を
「日子遅の神」とする。適后は天皇に対する語であり、本来の用法からすれば上巻に用いられるのはそぐわない。大内清司氏は「地の文の「日子遅神」は、 『注解』の指摘するように「夫たることの特殊な称
（尊称）
」とみ
るべきであり、その特殊性は「適后」 対応す 称 して、倭の支配者像としておさえられるべきであろう。 「ヒコヂ」は中巻の「天皇」にあたる葦原中つ国の正統な支配者を指すものというべきだろ
う
21。 」と指摘する。
地の文では「幸行す」を用いて八千矛神を最高の存在として提示している。黒→青→茜と衣装を試していくが最終的にはやはり茜色が最高であり、その衣装を身につけた神の素晴らしさ 強調される この神にふさわしい配偶者が「適后」であろう。瀬間正之氏は、歌謡詞章を文字にふさ しく推敲する際、漢籍や仏典から君子 理想の配偶 として 「賢女」を思い合わせ、 「 「さかしめ という表現に触れて『毛詩』以来の賢女に思いを馳せることができ 相当数の知識人が存した」背景があり 「賢し女」の語が歌謡詞章に用いられた
22とみる。そのうえで麗し女・賢し女を適后・大后と
する起源を八千矛神に置いている。四番 八千矛神は須勢理毘売 自分が去って後のことを想像させ、嫉妬を収め翻意を促す。須勢理毘売は「我はもよ
　
女にしあれば
　
汝を除て
　
夫を
は無し
　
汝を除て
　
夫つま
は無し」と自ら
の立場を訴えつつ、八千矛神に「寝をし寝せ
　
豊御酒
　
奉らせ」と命令を
する。また、三番では「栲綱の
　
白き腕
　
沫雪の
　
若やる胸を」と記され
るが、五番では寝室の帳や衾が描写され、 「沫雪の
　
若やる胸を
　
栲綱の
　
白き腕」と続く。それぞれ腕から胸、胸から腕と描写 順序が逆になっている。神婚では床が神の子誕生の重要な場 なる。須勢理毘売、そして沼河日売との共寝に至る描写 相違は、適后 土地の巫女 の立場 相違が反映して ように思われる 神武記では、天皇と伊須気余理比売 「一
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宿御寝」を回想して聖婚の床が詠まれる。
天皇の御歌に曰はく、
19葦原の
　
穢しき小屋に
　
菅畳
　
弥清敷きて
　
我が二人寝し
然くして、あれ坐せる御子の名は、日子八井命。次に、神八井耳命。次に、神沼河耳命
〈三柱〉
。
天皇と大物主神の娘である大后との婚姻によって葦原中国の豊饒が予祝される。五番の前には「后、大御酒坏を取り、立ち依り指し挙げて」とあり、歌謡の冒頭で須勢理毘売から「八千矛の
　
神の命や
　
我が大国主」と呼び
かけられ、須佐之男 神の命を達成し八千矛神は大国主となったことが示される。須勢理毘売は「甚だ嫉妬為き」状態から「打ち廻る
　
島の崎々
　
掻き廻る
　
磯の崎落ちず
　
若草の
　
妻持たせらめ」と夫神の立場を容認し
つつ、倭に旅立とうとした大国主神を出雲に留め、 「即ちうきゆひ為 、うながけりて、今に至るまで鎮まり坐す
00000000000
」と二神が和合して鎮座する。榎
本福寿氏は「神語」の意義について、 「適后」 嫉妬の心をもたない后妃の徳をそなえた女性であり、当初望みとした「賢し女」という「理想の女性ばかりか、それにも優る賢徳具備の適后をみずから 手腕によってついに得たことになる。この適后との和親、そ による子孫衆多」 、 神語系譜への展開 続く国造り 治国を描いた 治国の前提 それを準備する役割を担う
23」と指摘する。天孫を含め配偶者と 破綻が多い上巻の婚姻譚
の中で、大国主神と須勢理毘売の関係は歌謡を通して二神を破綻させない描き方がされ、その王 后のあり方は下巻の仁徳と石之日売 雄略と若日下部王の天皇と皇后の姿に通じる。五番 「豊御酒
　
奉らせ」は、雄略記
の天語歌一〇〇番の大 若日下部王 歌にも「高光る
　
日の御子に
　
豊御
酒
　
献らせ」と詠まれる。土地の巫女を象徴する伊勢国の三重の婇が、景
行天皇の時代から続くとする歌謡によって新嘗の儀式の伝統と権威を示す。天皇は の由来を語る大御酒を奉られ、その豊御酒を召し上がるように大后に促される。雄略は「高光る
　
日の御子」と婇に呼びかけられ、大后に
「葉広
　
斎つ真椿」に喩えられ「高光る
　
日の御子」と称されて怒りが鎮
められ、新嘗の豊楽が執り行われ 。神語と天語歌には、王を承認し王を鎮める大后が描かれる。仁徳記にも五二番に大后に「葉広
　
斎つ真椿」に
喩えられ 天皇 詠ま 天皇と和解し、奴理能美から蚕を献上され、宮廷養蚕の主催者となる皇后の起源が石之日売に結びつけられる。反乱制圧後の豊楽では、石之日売は礼を重んじ「あるべき君臣の秩序を保つ」「仁徳天皇にふさわしい皇
后
24」として描かれる。石之日売は仁徳天皇の皇
位を継承する三柱の御子を儲け、皇統を保持し継承する豊饒性を有 。嫉妬が仁徳に対する恨み・怒りに増幅しつつも、神語 起源に則り仁徳その大后はあるべき場所に鎮まる。その後に、鴈の卵・枯野の琴の祥瑞より仁徳の治政が称揚され、聖帝と大后が並び立って治め 理想 天皇の御代が語られる。始原に立ち返り神の言動に添って人の世を説こう する古事記の構想が存するようである。
三
　
語り言
「語り言」の語りは古事記に十箇所出てくる「語る」の語と無関係ではないだろう。 「語る」 用法について す 、藤井貞和氏
25、山田直巳氏
26、
森昌文氏
27、板垣俊一氏
28、の先行研究によって提示されるが、用例を以下に
あげて検討する。
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ａ
 伊耶那岐命の
語りて
詔ひしく、 「愛しき我がなに妹の命、吾と汝と作れる
国、未だ作り竟らず。故、還るべし」とのりたまひき。
（神代記）
ｂ
 爾くして、天佐具売、此の鳥の言を聞きて、天若日子に
語りて
言はく、
「此の鳥は、其の鳴く音甚悪し。故、射殺すべし」と、云ひ進むるに、即ち天若日子、天つ神の賜へる天のはじ弓・天のかく矢を持ちて、其の雉を射殺しき。
（神代記）
ｃ
 故爾くして、天鳥船神を遣して、八重事代主神を徴し来て、問ひ賜ひし時に、其の父の大神に
語りて
言はく、 「恐し。此の国は、天つ神の御子に立
て奉らむ」といひ 即ち其の船を蹈み傾けて、天の逆手を青柴垣に打ち成し 隠りき。
（神代記）
ｄ
 故、其の父の大神、其の聟夫を問ひて曰ひしく、 「今旦 我が女が
語る
を
聞くに 云ひしく、 『三年坐せども、恒は嘆 こと無きに、今夜大き嘆きを為つ』といひき。若し由有りや。亦、此間に到れる由は、奈何に」といひき。爾くして、其の大神に
語る
こと、備さに其の兄の失せたる鉤を罰り
し状の如し。
（神代記）
ｅ
 故、矢河枝比売、委曲か 其の父に
語りき。是に、父が答へて曰はく、
「是は、天皇に坐すなり。恐し。我が子、仕へ奉れ」と、云ひて、其の家を厳餝りて 候ひ待てば 明くる日に入り坐しき。
（応神記）
ｆ
 乃ち、語りて
云ひしく、 「天皇は、此日八田若郎女に婚ひて、昼夜戯れ遊
ぶ。若し大后は此の事を聞こし看さぬか、静かに遊び幸行す」といひき。爾くして、其の倉人女、此の
語る
言を聞きて、即ち御船に追ひ近づきて
白す状、具に仕丁 言の如し。
（仁徳記）
ｇ
 女鳥王、速総別王に
語りて
曰はく、 「大后の強きに因りて、八田若郎女を
治め賜はず。故 仕へ奉らじと思ふ。吾は、汝命の妻と為らむ」といひ 、
即ち相婚ひき。
（仁徳記）
ｈ是に、建内宿禰、歌を以て語りて白さく、　
72 高光る
　
日の御子
　
諾しこそ
　
問ひ給へ
　
真こそに
　
問ひ給へ
　
吾こそ
は
　
世の長人
　
そらみつ
　
倭の国に
　
鴈卵生と
　
未だ聞かず
（仁徳記）
ｉ
 是を以て、曾婆訶理に
語りしく、 「今日は此間に留りて、先づ大臣の位を
給ひて、明日上り幸さむ」と
かたりき。
（中略）
故、石上神宮に参ゐ出でて、
天皇に奏さしめしく、 「政は、既に平げ訖りて、参ゐ上りて侍り」とまをさしめき。爾く て、召し入れて相語りき。
（履中記）
ｊ
 爾くして、其の后に
語りて
曰ひしく、 「汝、思ふ所有りや」といひき。答
へて曰ひ く 「天皇の敦き沢を被れば、何か思ふ所有らむ」といひき。（安康記）
これらの用例を分析し、藤井氏は「芸能的なカタリ、説得や使嗾、できごとや とのしだいの説明・報知、発問、カタラヒ」などに分類し、 「 「語る」は相手を動かさずにはいられない力のこもった言語活動としての発言行為
25」と捉える。山田氏は「語る」の内容が「モノローグ的な内容に限ら
れ」 、 「共通して看取される 、対話性に対する拒否の姿勢」であり、「一方通行の、相手との対話の無い発話行
為
26」とする。これに対して、森
氏はカタル、という語は〈事〉の客観的提示部と、話者自身の〈言〉とによって成り立ち 根拠があって初めて「話者の言が説得力をもって対手を話者と同一の場にまき込も する原理
27」をもつと指摘する。板垣氏は、
「カタル相手はほとんど親和関係にあって、 」 「その相手が言葉で返答する代わりに即行動力によってその「語り」の内容を肯定している
28」とする。
それぞれ首肯される点はあるが、とくに森氏が語り 強い力が事の客観的
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な提示によって引き起こされるとした指摘は卓見である。これらの用例は、語る者が語りかける相手に対して親和性を有するものの、語る者と語りかけられ は相反する立場にあり、語 いう働きかけにより同一状況を共有させることで、語る者の方向や考え、立場に相手を導こうとしている。ａは、国作りの継続を求め 伊耶那岐命に対して、黄泉戸喫をした伊耶那美の帰還は不可能なのだが 状況を打開する行動に相手を向けさせるも、両者は離別することに る。ｂは天の使いの鳴女の声は聞くべき正当なものだが、それを天佐具売は悪しき声として否定し、天つ神から派遣されながらも葦原中国を手に入れようとする天若日子に鳴女を殺 せ 。ｃは大国主神と事代主神 親子で、葦原中国を共に領有す 存在であるが、事代主は 譲りを勧めて身を隠し、大国主に 譲りを決断させる。ｄは三年間円満に営まれていた結婚生活に、火遠理命 嘆きによってかげりが兆し父に娘が不安を向ける。火遠理命も異郷での穏やか 結婚生活とは逆の対処すべき現実世界の憂いに囚われる。海神に苦境を打ち明けその助力を得て、火遠理命は火照命に打ち勝つ。ｅ 矢河枝比売は木幡 道衢で求婚された相手が天皇であること 思 至らないが、娘の詳細な説明によって父親は天皇と娘の結婚を準備し、婚姻によって宇遅能和紀郎子が誕生 。ｆは仕丁の告げ口と倉人女の注進によって豊楽を執行すべき 后を、御綱柏を投棄し出奔させ宮中祭祀放棄 向かわせる。ｇは天皇 媒として訪れた速総別に対 て女鳥王は求婚拒否を伝え 仁徳天皇の側から自分の側に速総別を取り込み反乱を起こす。ｈは倭国でこれまで起こらな った奇事は、世の長人である建内宿禰もはじめての経験 あること 説き、祥瑞として天皇の御代が言祝がれる。ｉは履中 忠誠を示すため 、墨江中王に仕えていた曾婆訶理を寝返らせ自分の大臣にすると欺いた水歯別命が
曾婆訶理を信用させて殺し、その働きによって履中天皇は水歯別の忠誠を信じる。水歯別は後に反正天皇として即位する。ｊは大日下王を殺害してその妻長田大郎女 皇后とした安康天皇が、皇后が前夫を忘れられず天皇を恨んでいるだろうと察して、自分への気持ちを確かめようと向けた言葉である。いずれも、 「語り」を契機として相手の行動が起こされるが、物事が予定調和的にはおさまらず、事件や事態が思わぬ方向に展開し結末を迎える。ｆは冒頭のＢに全文を引用したが 吉備の児島仕丁はまず「天皇は、此日八田若郎女に婚ひて、昼夜戯れ遊ぶ。 」 いう事実を語る。次に周知されてい 石之日売の「嫉妬すること甚多し。故、 の使へる妾は、宮の中を臨むこと得ず。言立つれば、足もあがかに嫉妬しき。 」 性状を刺激するかのようにたたみかける。天皇の黒日売への御歌を聞いて「大きに忿りて、人を大浦に遣し、追ひ下して、歩より追ひ去」った大后は自分の留守中を狙った 「八田若郎女に婚ひて 昼夜戯れ遊ぶ」天皇に誇りを傷つけられ 。しかも天皇の行為がすで 宮廷内か 下級身分の者にも知れわたっており、盲点を突かれるように「若し大后は此の事を聞こし看さぬか、静かに遊び幸行す」と第三者に事実 突きつけられるこは耐えがたい。挑発的な仕丁の語りは大后の反応を十分 予想 た のであろう。倉人女はこの言葉に され 慌てて「此の語る を聞 て 即ち御船に追ひ近づきて、白す状、具に仕丁の言の如し。 」と仕丁の語りの内容を一言も違うこと無く再現し、声音や口調表情も思い浮かぶように石之日売に伝えたのであろう。それ故大后は「大きに恨み怒り 、其の御船に載せたる御綱柏をば、悉く海に投げ棄てき。 」という行動に走っ と思われる。斉藤英喜氏は「イハノヒメが仁徳とワキイラツメとの関係を知るために設定され 、吉備国の児島の仕丁→倉人女→イハノヒメという
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「 〈媒介的人物〉がからむことで、 「一場面二人」という「構造的特質」が、その構造のなかで一程の広がりの恣意性を許容されるようになる。 」仁徳天皇と石之日売の関係を修復しようとする「口子臣」 「口日売」は、 「声と声で結ばれる直接的 から分化した、文字通りの〈媒介的人物〉であった。そこでうたわれた歌は、まさに仁徳天皇の声
（＝会話）
が分化した
ものだった。歌は〈喩的な会話〉だった であ
る
29。 」と指摘する。仕丁と
倉人女 「語り」が大后の出奔に拡大し、鳥山、口子臣・口日売は天皇の言
（歌謡）
を何とかして大后に伝えようと右往左往する。このように言を
伝える伝達者が大きな役割を担う例は神武記にある。
乃ち天皇、其の媛女等を見て、御心に伊須気余理比売の最も前に立てるを知りて、歌を以て答へて曰はく、
16かつがつも
　
弥前立てる
　
兄をし娶かむ
　
爾くして、大久米命、天皇の命を以て、其の伊須気余理比売に詔ひし時に、
其の大久米命の黥ける利目を見て、奇しと思ひて歌ひて曰はく、
17あめ鶺鴒
　
千鳥真鵐
　
など黥ける利目
爾くして、大久米命の答へて歌ひて曰はく、
18媛女に
　
直に逢はむと
　
我が裂ける利目
故、其の嬢子の白ししく、 「仕へ奉らむ」とまをしき。
天皇は伊須気余理比売に直接語りかけず、天皇と比売との間には天皇の意を呈した大久米命が入り比売に歌いかける。鳥のように目が裂けていると喩えられる大久米命は、鳥が有する本能のように物事の本質を見通し天皇と伊須気余理比売の言、思いを仲介する。仁徳記において吉田修作氏は「使者鳥山を媒介にして登場人物、この場合は天皇の言葉や霊魂が伝達さ
れたと捉えられる
30」とする。それは大久米命の役割にもあてはまるだろう。
実際の距離はともかく、相手の心がはかれない物理的にも心理的にも遠い両者の距離感を表すのが間に立つ使いであり、使 は神や天皇の意を汲み取りそれに成り代わって行動し対象に言を伝える。 を間に挟んで二者の会話が成立する である。
天語歌の結びは、 「事の
　
語り言も
　
是をば」であり、神語の結びも
「事の
　
語り言も
　
是をば」で共通している。五番歌謡の末尾「寝をしな
せ
　
豊御酒
　
献らせ」と一〇〇番歌謡は「豊御酒
　
献らせ」の命令の表現
をもつが、五番には
 「事の
　
語り言も
　
是をば」の締め括りの定型表現は
ない。青木周平氏は、 「事の
　
語り言も
　
是をば」の「 「
4
をば」の指示内
容は、一首のみの文脈におさまらない。三者
（須勢理毘売命も入れれば四
者）
の関係性の中で、 〈問答〉として展開する「語り言」を指示する語と
しての「是
4
をば」のあり方を認めてよいのではない
か
31。 」と指摘する。神
語と天語歌に共通する結びの「事の
　
語り言も
　
是をば」の句について、
折口信夫は歌 部分が天語歌であり 歌を包む伝承部分、歌の起源説話
 
にあたるものを「かたりごと」と捉え
る
32。一方古橋信孝氏は、 「語りと謡
の未分化な状態を始源的 想定し 、 「八千矛神 かんする内容の語りの謡
33」と捉える。これに対して神野志隆光氏は、 「事の
　
語り言も」のモを
感動の助詞ではなく並列 意ととり、 「歌がそ 前提として伝承をもちそれがあるからこそ「ことの語りごとも」と保証されうる
34。 」と主張する。
金沢英之氏は神野志説 疑問を呈し、 「遙
ハルケ
き
後
ノ世
までも、故
フル
事コト
の
語カタ
言リゴト
にぞ
爲ナリ
なむ」
（巻十一）
という『古事記傳』の見解を引継ぎ、 「一回的に生じた
出来事が「語り言」
（ここでは出来事の伝承と捉えておく）
によって
（中略）
時間的には国土創造の神話的始源から歌の現在にいたる時の流れを、空間
─ 15 ─
的には天の果てからアヅマ・ヒナを経てヤマトの宮の槻の木の下にいたるひろがりを凝縮し 今ここで起こったこの出来事について、さらにこれから先の世々 わたっても語り継がれてゆく とになるだろう、とその射程を未来に向けて延伸するのがこの結句であ
た
35」と主張する。 「語り言」
が延伸性を有するとする金沢氏の指摘は首肯される。 「語り言も」のモは並列ではなく詠嘆 意であり、これによって広がりをもった世界を受けとめ、 「是をば」で対象への集中が図られる。 によって歌い手の視点から聞き手に対して、対象の拡散と集約がなされるのである。
古事記の「語り」の用例のように「事の
　
語り言」をもって伝えられる
神語と天語歌は 二者同士の、もしくは三者の問答によって展開し、思わぬ方向に向かおうとしていた事件が、言の力 よって収ま 神語の八千矛神と沼河日売は天馳使を介し、八千矛神を軸にして出雲・高志・倭という大きな広がりの中に沼河日売と須勢理毘売 組み込まれる。天語歌で 、天皇に三重の婇と若 下部皇后が対し、その周囲 大宮人が配され 、大きな空間が形成される。仁徳記では「天皇と大后との歌へ 六つの歌は、志都歌の歌返」とされ、両者 歌を中心に事件の展開 収束が語られ 。天語歌では、九九番で高天原から天降った岐美 神 淤能碁呂島創世、高天原を根源とする天・東・鄙の天皇の支配領域が歌われ、三重の婇が捧げ持つ瑞玉盞に天皇が支配する全世界が投影される。一〇〇番 婇 歌受け大八島国平定がなされた景行朝から新嘗祭がなされる倭の高市の新嘗屋の由来を説き、そのような歴史を受け継いで祭祀を行う天皇 讃え 大后が大御酒を勧める。一〇一番で は 宮人の奉仕を語る。婇 大后天皇との歌 会話によって「高光る
　
日の御子」 「高光る
　
日の宮人」の
存在理由や価値が語られる。 を景行 時代の歌 景行 皇の時代
から続く古い歌とすることで新嘗の儀式の伝統と権威を示し、天皇が歌うことによって、統治する国が充足していることを証明する。さらに酒を召し上がる起源が八島国を支配下にお た八千矛神歌謡に記 れる。天語歌は八千矛神歌謡における聖婚の床と夫婦和合、適后の起源 も、仁徳記の国見歌謡
（五三番）
の淤能碁呂島とも結びつく。神・天皇と大后の
言動の語りを通して時間の流れと空間を現出させ古事記の歴史の縦糸が紡がれている。
おわりに
天孫を含め配偶者との破綻が多い上巻の婚姻譚の中で、大国主神と須勢
理毘売の関係は歌謡を通して破綻させない描き方がされ、それは下巻の仁徳と石之日売、雄略と若日下部王 天皇と皇后のあり方 通じ 。古事記は八千矛神と仁徳・ 天皇 繋ぐ意図的な構想を有していよう。谷口雅博氏 、 「 「八千矛神」とは「宇都志国主神」即ち現実につながる 青人草のいる世界の主 なれと言われた事柄を実現する役割 担っていたのではないか。つまり『古事記』は、八千矛神という存在に、ある面にお は理想の支配者像
（天皇像）
を投影しようとしていたということになるので
ある。八千矛神は八嶋国・高志国・倭国などの国 絡み合いつつ、神話の最後には、 「如是歌ひたまひて即ち宇伎由比して、宇那賀気理弖、今に至るまで鎮まり坐す。 」と記される。
（中略）
それは大国主神のもうひとつの
面、即ち天皇支配の先駆け的役割を持つ側面がここで終焉するということなのではなかろうか。
（中略）
神話的世界と現実の世界とが二重写しにな
るような描写」がなされる
36と指摘する。
古事記は上巻において、禊や誓約による天皇家の祖先神の出誕を語る。
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そこでは、尊貴性や聖性が強調されるが、人間世界における幸福な婚姻は描かれることが少ない。日向三代の神話においても、男女の情愛や幸せ、葛藤や苦悩よりも火中出産 禁室型の話型で天皇家の祖先の超越性を語ることに主眼が置かれる。しかし一方では、人間の根源的な感情は存在し、古事記が文芸的であればあるほど人間の営為がそこから読みとれる である。伊耶那岐・伊耶那美の国作りを継承する大国主神を、人間の世に通じる規範として、一つの理想像として描くことが、神語の一つ テーマであったように思われる。そ 結末は夫婦が和合し鎮ま 。女性の霊能を獲得し、支配と服従を確立し豊穣を予祝する王者の婚姻の規範は、人 世の天皇の御代に継承される。雄略記はその多くが婚姻伝承によって構成されるが、駒木敏氏は「雄略記の物語を貫くのは、長谷の宮を中心とする四方、四周
（東＝美和、西＝葛城・日下、南＝吉野、北＝春日）
の境界のクニグニの
確定であり 雄略の「天下」のコスモロジーの確定の論理である。雄略記に配置された歌謡における固有名詞
（地名）
の頻出、そして歌謡に組み込
まれた地名起源の方法の顕在は、決して偶然の結果ではなく、この巻の編集の視座が要請したものであろ
う
37。 」と指摘する。仁徳は「そらみつ
　
倭
の国」 、鴈 卵を生む「高光る
　
日の御子」の統治する世界の天皇であり、
その「そらみつ
　
倭の国」
 を継承した雄略は、蜻蛉も天皇に奉仕し、一言
主大神も天皇に敬意を表す世界を作り上げる。仁徳・雄略天皇条は、天皇の中心的な世界である「そらみつ
　
倭の国」を描くことに主題がある
38。
起源を語ることにより現在のあり方が定められていく。神語・天語歌は
歴史の転換点を語る。神話と歴史と現実の物語 歌謡 中に等価値で示され過去・現在・未来が交錯し、雄略記は新嘗祭祀 場・時間と空間の重層を可能にする。殺される危機を転換する返答、婇 歌に賛意を示した大后
が、御酒を召し上がるよう勧める。天皇は御酒を召し上がったのだろう。それによって大宮人たちも酒をふんだんに飲み、饗宴の様、満ち足りた雄略天皇の宮廷の様子が描き出される。歌謡による会話、問答によって神・天皇と土地 巫女・大后のそれぞれ異なる立場が打ち出され、対立が語られながらもその危機を乗り越えることによって一つの方向性が示され、事柄が在るべき姿や良い方向に落ち着いていく。 「邦家の経緯」 「王化の鴻基」という天皇国家の理想を掲げて編纂さ た古事記には、そこに取り入れられ描かれた鳥や大后 形姿・性格・行動の隅々 までその志向が働いている。呪的信仰を内在させながら神の世界から連続する人の世界を描くのが神語・天語歌であったと思われるのである。
注1鈴木啓之「稲羽の素菟・八十神の迫害」 『古事記の文章とその享受』新典社
　
 
二〇一一年九月2吉田修作「
「神
かむ
語がたり
」と「天
あま
語がた
歌りうた
」―
古事記上・中・下巻の繋がりを通して―」
『日本文学』六六
　
二〇一七年一二月
　
嫉妬譚の内容にとどまらず構成や型にお
いて「神語」と石之日売物語に共通性があることは、注
29にも指摘がある。
3山路平四郎「
「あまはせづかひ」私考」 『国文学研究』第四十三集
　
一九七一年
一月
　
氏は、神語と天語歌の奏者が共通するとみる。なお引用文中の歌謡番号
はそのままで記す。4孫久富「日本古代の歌垣と歌謡の変貌」 『日本上代の恋愛と中国古典』新典社
　
一九九六年七月5鉄野昌弘「
「神語」をめぐって」 『萬葉集研究
　
第二十六集』塙書房
　
二〇〇四
年四月6青木周平「八千矛神」 『古代文学の歌 説話』若草書房
　
二〇〇〇年一〇月
7猪俣ときわ「鳥の王・人の王
　
歌の仁徳天皇」 『異類に成る
　
歌・舞・遊びの古
事記』森話社
　
二〇一六年一〇月
8二〇一九年一〇月一〇日
　
毎日新聞朝刊
　
大阪本社版
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二〇号
　
一九八八年二月
28板垣俊一「発話行為と〈物語〉―
古事記に於ける「語る」の用例を通して―」
『都大論究』第二五号
　
一九八八年三月
29斉藤英喜「文字とのめぐり逢い」 『国文学
　
解釈と鑑賞』第四七巻一号
　
一九
 
八二年一月30吉田修作「大雀（仁徳）天皇論―
鳥の神話・物語」 『古代文学表現論
　
―
古事
記・日本書紀を中心として―』おうふう
　
二〇一三年三月
31前掲書
6
32前掲書
12
33古橋信孝「八千矛神の 神
かむ
語がたり
」謡」 『古代歌謡論』冬樹社
　
一九八二年一月
34神野志隆光「
「ことのかたりごともこをば」―
古事記覚書―」 『新潟大学国文学
会誌』第一九号
　
一九七五年一二月
35金沢英之「 『古事記』三重の采女の歌―
アメ・アヅマ・ヒナの位置づけを中心に
―」 『萬葉集研究
　
第三十三集』塙書房
　
二〇一二年一〇月
36谷口雅博「大国主神の「亦名」記載の意義」 『論集上代文学
　
第三十七冊』笠間
書院
　
二〇一六年一月
37駒木敏「歌謡と起源の物語―
雄略記の場合―」 『古事記歌謡の形態と機能 おう
ふう
　
二〇一七年四月
38金井清一「古事記、雄略天皇段の構想―
そらみつヤマトの王者形成の物語―」
『論集上代文学
　
第三十一冊』笠間書院
　
二〇〇九年四月
　
氏は「雄略天皇段は
雄略天皇の「そらみつヤマト」の王者成立 物語である。 」とし、 長谷の百枝槻の豊楽」はヤマトの東西南北の四周を確定した 雄略大王 実質的即位儀礼」
 
であったと捉えている。
＊引用テキストは、古事記・日本書紀・風土記・万葉集は新編日本古典文学全集
　
小学館、大殿祭祝詞は日本古典文学大系
　
岩波書店、倭名類聚抄は諸本集成倭
名類聚抄本文篇
　
臨川書店、淮南子（淮南子
　
上） 、孔子家語、文選（文選（詩
賦）下）は新釈漢文大系
　
明治書院による。春秋後語は「中國哲學書電子化計
劃」サイトの『漢魏遺書鈔』を参照し、太平御覧の文淵閣四庫全書
　
台湾商務印
書館を参照した。讀曲歌は中國古典文學基本叢書
　
樂府詩集
　
中華書局による。
＊本稿執筆に当たり、松田稔先生、田熊信之先生、須永哲矢先生にご教示を賜っ
た。記して感謝申 上げる。 
（からすだに
　
ともこ
　　
日本語日本文学科）
9鐵井慶紀「古代中国に於ける鳥の聖視観について」 『民族学研究』第四一巻二号
　
一九七六年九月10前掲書
6
11梶川信行「
「神語り」の形成（上） 」 『語文』第六十輯
　
一九八四年六月
12折口信夫「国文学の発生（第四稿）唱導的方面を中心として」 『折口信夫全集
　
第一巻』中央公論社
　
一九六五年一一月
13青木紀元「いしたふやあまはせづかひ」 『日本神話の基礎的研究』風間書房
　
 
一九七〇年三月14西郷信綱『古事記注釈
　
第二巻』平凡社
　
一九七六年四月
15居駒永幸「八千矛神の婚歌―〈あま 〉をめぐって」 『古代の歌と叙事文芸史』笠間書院
　
二〇〇三年三月
16武井睦雄「ふたつの「あまはせづかひ」―
補助動詞「たまふ」の用法から見た
る―」 『上代文学論叢・論集上代文学
　
第八冊』笠間書院
　
一九七七年一一月
17山田純「
「鷦鷯」という名の天皇―
鳥名と易姓革命―」 『日本書紀典拠論』新典
社
　
二〇一八年五月
18土橋寛『古代歌謡全注釈
　
古事記編
』角川書店
　
一九七二年一月
19森朝男「景としての大宮人」 『古代和歌と祝祭』有精堂出版
　
一九八八年五月
20小田勝『実例詳解古典文法総覧 和泉
　
二〇一五年四月
21大内清司「 『古事記』における「ヒコヂ」の語義をめぐって 名古屋大学『国語国文学』六一
　
一九八七年一二月
　（大内氏引用の『注解』は神野志隆光氏・山
口佳紀氏『古事記注解
4　
上巻その三』笠間書院
　
一九九七年六月）
22瀬間正之「
「賢し女」という表現―
記載文学としての八千矛神歌謡―」 『菅野雅
雄博士古稀記念
　
古事記・日本書紀論究』おうふう
　
二〇〇二年三月
23榎本福寿「八千矛神の未遂の恋をめぐる歌と解釈」 『古事記年報』五十
　
二〇
 
〇八年一月24山口佳紀
　
神野志隆光
　
校注・訳『新編日本古典文学全集
　
古事記』小学館
　
一九九七年六月25藤井貞和「古代文学における「語り」―『古事記』の事例から― 上 文学』第四十九号
　
一九八二年一一月
26山田直巳「語りの基層―
そのモノローグ的表出について―」 『上代文学』第四十
九号
　
一九八二年一一月
27森昌文「
〈カタル〉の用法・試論―
古事記の用例を主として―」 『古代研究』第
